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保 育系 学生 を対象 とす る英 語 翻訳 指 導 と

　　 異文 化理 解教育統合 の 試み （1）
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Abstract

　 The　introduction 　of ℃ reative 　Translation　of 　Eng ｝ish　Pic七ure 　Books ’

，　which 　is　 a

process 　of 　creating 　semi
−
original 　literary　works 　from 七he　originals ，　is　a　trial　to

activate 　 the　 EFL 　class 　 through 　 integration　 of 　learning　English，　 cross
−
cu 玉tural

understanding 　and 　professional　interest　of 　students ．　As 　Dr ．　Widdowson 　remarked
，

teachers 　 must 　 help　 connect 　 written 　 texts 　 to　 learners ’‘
realities

，

．　 I　 believe　 that

English 　picture　books 　could 　be　both 　attractive 　learning 　and 　teaching 　ma 七erials 　for

Early　Education　majors 　in　colleges 　or 　universities ．
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0 ．は じ め に

　短期大 学 保 育系学 生 を対象 と し た英 語翻 訳 指 導 と異 文化 理解 教 育 を統合 す る 方策 と

し て 、英 語 reading 授 業に お け る 英語 絵本の 創作翻訳 導入 を試 み た。（2）学 生 の 専 門性

に も配 慮 した
一種 の 「体 験 学 習」 的課 題 を学 生 に 与 え 、 目英 語 の 文体や レ トリ ッ ク の

相 違に 関す る言語 的分析 、及 び 、題 材 に反 映 す る 異 文 化 要 素の 分析 を 課 す こ とに よ り、

英語 学 習 へ の 動機付 け を 高 め る と同 時 に 、 ESP ・
日英 語 の 対 照 言語 学 的 学 習 ・異 文 化

理 解 学習 の 統 合 を 目指 し た 。 本稿 は保 育 系学 生 対象 の reading 指 導 に お け る英語 絵 本

創作翻訳 導入 の 多面 的 有効性 を論 じ る もの で あ る 。

1 ．授業活性 化 の 諸要因

　読解 教 材 の 選 択 と活 用 法に 関 し 、Dr．　Henry 　Widdowson は 2002 年 11 月 に 日 本 各地

で 行 な っ た講 演会 （大 学 英語 教 育学会 ・Oxford　University　Press 共催 ） に て 次 の よ
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うに 語 っ て い る。

　　 EFL 　teachers 　must 　think　about 　types　ofwritten 　texts　that 　should 　be　presented

　　 in　class ，　 consider 　 how 　texts　should 　be　selected 　and ，　 or 　specially 　designed，

　　 and 　 what 　 kind　 of 　 activities 　 texts 　 should 　 be　 associated 　 with 　 to　 make 　 them

　　 effective 　for　learning．”（H ．Widdowson
，
2002 ）

ま た、「読解教材 を学生 自身 の
‘

realities
’

に 結び っ け る こ とに 教 師 の 役 害rjが あ る 」とす

る 氏 の 主張 も説 得 力 を持 つ も の で あ っ た。 （3）

　以 下 、 教材選 択 と教材利 用 に お ける
一

般的留意 点 、 及 び 教材 を 学生 の realities と結

び つ け る た め の 授 業 活性 化 要 因 と筆者 が 考 え る もの を挙 げ 、そ の 見 地 か ら見 た 英語 絵

本 の 教材 的 価値 に 触 れ て お きた い
。

1） 教材 選択

　　  内容 的魅力

　　　 断片 的 情報 の 組 み合 わ せ か ら成 る 英 語 テ キ ス トの 多 くは 、 編 者 の 工 夫に も 関

　　　わ らず 、 教 材 と して の 魅 力 に 欠 け、再 読 の 意欲 を満 た し得 ない 。 そ の 点、作者

　　 の 感 性や 世 界観 を も含 み 、造 形 的 芸術 性 を備 え た 英語 絵 本 は 完成 され た 総合芸

　　 術 作品 で あ り 、 教材 と して も 立体的 な魅力 を 持 ち得 る 。

　   学 習者 の 英 語読解 レ ベ ル へ の 配慮

　　　 乳児 を対象 と した もの か ら成 人 を対 象 と した も の ま で 英 語絵 本 の 読解 難易 度

　　 は 多様で あ る 。 英語教材 と して の
一定 の 質的量 的基 準を 満 た す 絵 本 の 中か ら 、

　 　 学習 者 の 個 別 能 力 に応 じた テ キ ス トの 選択 が 可能 とな る。

　   学習者 の 適性 や専門領 域 へ の 配慮

　　　 保 育 系学 生 に と っ て 絵 本 は 使 い 慣 れ た 教材 で も あ る 。 簡 易絵 本 の 制 作や 発表

　　 展 示 な ど を 通 し た 学 生 の 専門 領域 と の 関連 付 け に よ り、英 語 学 習 へ の 動機 付 け

　 　 が 可能 とな る。

2）　授 業活性 化 の 要 因

　  明確 な学習 目標 の 設 定

　　　地道 で 継続的 な努力 を要す る 外 国 語学 習の 途 上 で 具体 的 な学 習 目標 を 見失 う

　　学 生 は極 め て 多い
。 強 い 学習意 欲 と意 志 を 必 ず し も持 た な い

一
般 学生 に と っ て

　 　外 国語 学習 は 達成 感 の 得難 い 教 科 で もあ る 。 英 語絵 本 を完 訳 し発 表 展 示 す る と
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　 い う具 体的 学習 目標 の 設 定 は 学習プ ロ セ ス を意味 付 け 、 達成 感 を与 え る
一

助 と

　な る 。

  主 体的能 動的 関与 へ の 配慮

　 　絵本 の 創 作翻訳 で は 原 則 と し て 学生 自身 が 教材 を選 択 し 、 自己 の 感 性 や 主観

　性 を働 か せ た翻訳作 業が求 め られ る 。 能 動 性 を 引き 出す 仕組 み を用 意す る こ と

　は 授 業活性 化 の 重 要 な要 因 で ある。

  対 立 要素 の 同時的 共 存

　 　授 業 の 中 に様 々 な対 立 要 素 を同時 的 に 共 存 させ る こ とは 授 業 活性 化 の 最 重要

　ポイ ン トと思わ れ る。 「知 性 」 と 同時に 「感性 1 に 働 きか け る 工 夫、「抽象」 概

　念 の 「具体 」 的事例 に よ る 裏づ け （及 び 「具 体」 の 「抽 象」
へ の 一般 化）、

「知

　 的静 的」 作 業 と 「身 体 的動 的 」 作 業 の 組 み合 わせ 、 「個 人 」 活 動 と 「集 団 j 活動

　 の 組 み 合 わせ 、「目標 」 と 「プ ロ セ ス 」 の 相 互 参照 etc ，な ど、対 立要素が 教室 の

　 中で 同 時的 に活 性 化 され る場 を作 る こ と は 学生 の 意欲 と集 中力 を高め る 上 で の

　 不可 欠 要件 で ある と筆者 は 考 える 。絵 本 の 創 作翻 訳 で は 指導 プ ロ セ ス に お い て

　特 に こ れ ら へ の 配 慮を お こ な っ た 。

2 ． 指導対象 ・指導時期

　指導対 象は 短 期大学保 育系 学科所属 1 年生 25 名で あ り 、 英語 4 技能 の 習得 を 目的 と

す る通 常の 英語 指 導 と並 行 す る形 式 で 、2001 年度 通 年科 目 「英 語」 後期 授 業の
一

部 を

用 い て 指導 をお こ な っ た 。

3 ． 絵 本の 創 作 翻訳 指導 の 4 段 階

　 「英語 絵 本 の 創 作翻 訳 」 は 、英 語授 業 の 中で 学 生 の 専 門 性 と異 文化理 解教 育 の 統合

を 試 み る もの で あ るが 、主 に 4 つ の 指 導段 階 か ら成 立 す る 。

　 1．英語 絵本 の 創 作翻 訳

　2．簡 易絵本の 制作

　3．言 語 的 ・文 化 的 考察

　 4．発表 と展 示

1 は 主 と し て 英語 の 翻 訳 作業 、 2 は 絵 本 製作 と い う造形 的 作 業 、 3 は 日英語の 対 照 比

較 や 異 文化 理解 に 関 す る 分析 作 業 、 4 は 完成 作 品 の 展 示 ・発 表 作 業で あ る 。 以 ドに そ

の 具体的 手順 を詳 述す る。
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1 ）英 語絵本 の 創 作翻訳

  学生 に よ る英語絵本 の 選 択

　　 教材 と して の 英語 絵 本の 選 択 に は 慎重 な配 慮 を要 す る 。 英語 読解 学習教材 と して

　 の 質 的量 的 要 求 を あ る程 度 満 た し うる もの で あ る こ と。ま た 、子 ど も に と っ て 魅

　 力 的で あ り 、 子 どもの 、あ る い は 学生 自身の 異 文化 理 解 に 役 立 つ 内 容 を も つ 絵本

　 の 選 択 が推奨 され る 。 教材選 択 は 学 生 自身 が行 い 、教 師 は 助 言 と確 認 を行 な う。

  逐 語 的訳 出

　　 原 文 を 正 確 に理 解 した こ とを 確認 す る た め の 客観的 な逐 語 訳 を課 す 。 必 要 に 応 じ

　 て 教 師 が 助 言 し つ っ 、複 数 回 に 分割 し た 逐 語 訳 レ ポ ー トの 提 出 を 課 し 、 誤 訳 箇所

　 の 教師 に よ る 訂 正 な ど を行 な う。
レ ポー

トは reading の 評 価 対象 とな る。

  創 作 翻訳

　　 創 作翻訳 の 段 階で は   で の 逐 語 訳 を離れ て 、原 文 の 魅力 を十 分 に 引 き出す ため の

　 自由 な翻訳 を行 な う。 こ れ は学 生 に と っ て 「子 ど もの 心 を捉 え る 魅 力 あ る 言葉」

　 を さ が す 作 業 で あ る 。 必 要 に 応 じ て 原 文 中 の 要 素 を 削 除 して も 、 言 葉や 情報 を付

　 加 し て も、ま た置 き換 え て も構 わな い とい う指示 が学 生 に は 与 え られ る 。
「創 作翻

　 訳 と言 われ て も最初は 戸 惑 っ て しま っ た 。 しか し、自分 が 5 歳の 子 ど も に戻 っ た

　 か の よ うな 感 覚を イ メ
ー ジ した 途端 に 言 葉 が 流れ 出 て き て 夢 中に な る こ とが で き

　 た 」 とあ る学 生 は 語 っ て い る。選択 した 絵本 の 対 象 年 齢 や 実 際 に読 み 聞 かせ る場

　 面 をイ メ
ージ す る こ と に よ り学 生 の 感 性 が動 き は じ め 、そ こ か ら 自然 な 日本 語が

　 生 まれ て く る とい う事 実 は重 要 で ある 。

　　 英語 上級 者 や翻 訳 家が原 文 の 細 部 を十分 に 踏ま えた 上 で 、そ れ を生か す形 で 自

　 然 な 日本語 訳 を生 み 出す の に 対 し、筆者 が 意 図 した の は む しろ 学生 に 原 文 を 忘れ

　 させ る こ とで あ6 た 。 逐 語 訳 の 呪縛 か ら逃れ られ ない 学生 が あ ま りに 多い た め で

　 あ る。原 作者 の 「言葉 」 よ りも 「気 持 ち」 に 忠 実 な絵 本 を つ くる こ と、客観 性 よ

　 りも主観性 を大切 に す る こ と 、何 よ り も読 者 で あ る子 ども達 を惹 き つ ける絵 本 を

　 作 る こ と、が 与 え られ た 条 件で あ っ た。 「創 作翻 訳 」 とは 作者 の 領 域 に侵 入 し 、 独

　 自の 表現 や解釈 を通 して 新 し い 絵 本 を作 りな お す作 業 の 意 で もあ る。

  グ ル
ープ に よ る批評

　　 3〜4 名 の 小 グル ープ で 互 い の 創 作翻 訳 を批 評 しあ う。 出 され た 助言 を参 考 に 訳

　 語 の 修 正 を行 ない 、最 終原 稿 を 完成す る 。
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2 ） 簡易 絵本 の 制 作

　 第 2 段 階は 「手 作 り簡易絵本」 を制作す る造 形 的課 題 で あ る 。 制 作 作業 は す べ

　て 自宅 学 習 と し、英語 授 業 で は取 り扱 わ ない こ と と した が 、保 育系 学 生 の 本領を

発 揮 した 予 想外 の 力 作が多数提 出 され た 。

3 ）言 語 的 ・文化 的考 察

　　第 3 の 段 階は 、 言 語 的 ・文 化 的 な 分析 で あ る 。 主 観性 に基 づ い た創 作訳 をあ ら

　た め て 客観 的 に 分析 させ る作 業 は 、無意 識 的 作 業 を意識 化 させ る と同 時 に 、 異 文

　化 要素 を考察 させ る プ ロ セ ス と して も指 導上 不 可 欠 な手 順 で ある 。 以 下 に 概 略 を

　示す が 、分 析例 の 詳 細は 次 節 4 で 取 扱 う。

  日英語 の 対照 分析

　　英語絵 本 の 原 文 と創 作 翻訳 を対 照 し 、 自作 の 翻 訳 に お い て ど の よ うな言 語 的省

　略 ・付加 ・置 換 が お こ な われ た か を分析 させ 、そ の 理 由を 考察させ る 。 ま た 、 日

　英語 の 語彙 ・統語 法 ・発想 の 違い な ど に 関す る 基礎的情報 を 与える。

  市販 の 翻 訳書 と の 比 較

　　 同
一

作 品 の 翻訳 で す で に 市販 され て い る も の が あ る 揚 合 に は 、 自作の 創 作 翻訳

　 との 比較 をお こ な い 、翻 訳 家 の 工 夫 をた ど る。また 、翻訳 の
一

般 的 手順 を概観 し、

　翻訳 上 の 困難点や 留意点 を解説 指導す る 。

  異文 化要 素の 対 照分析

　　英語 絵本 で 扱 わ れ て い る題 材 ・概 念 ・事物 の 中 で 、 日本 の 事情 と異 な る 文 化 的

　要 素 を含 む と思 われ る も の を取 り上 げ させ る。 同時 に 、幼 稚 園児 ・保 育園児 へ の

　異 文化 理 解 指 導教 材 と し て の 絵 本 の 有用 性 も検討 す る 。 異 文 化理 解教 育が 求 め ら

　れ て い る 現 代 的理 由や異 文化 理 解 教 育の 目 的な どに 関 した 基 礎 的情 報 を学生 に与

　 え る こ と も重 要で あ る。ω

  レ ポー
ト提 出

　　絵 本 の 印象 、翻 訳 上 の 工 夫 と困難 点 、 日英 語 の 対 照 分析 、異 文化 要素 の 分析 な

　 どに 関す る レ ポ ー ト提 出 を課 す。

4 ）発 表 と展 示

　　完 成 し た創 作 翻訳 は 、
1 度 目は ク ラ ス メ

ー
トに 対 して 、

2 度 目は 幼児教育学科主催
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の 「幼 児教 育祭 」 に て 発表 ・展 示 され る 。

　 不 特定 多数者 の 前 に 作品 を展 示 す る と い う目標 が 学 生 の 英 語 reading へ の 強 い 動

機付 け とな っ た こ とは 特筆す べ きで あ る。 具体 的 目標 が 具 体的 ビ ジ ョ ン を 学習者 に

与 え 、学 習過 程 を意味付 けて 授業活 性化 に 直結 した 点 に 「目標」 と 「過 程 」 の 相 互

作用を感 じ取 る こ とが で きる 。

  口 頭発 表

　 ク ラ ス メ
ー

トを 対象 に 手作 り翻 訳絵 本の 「読み 聞 かせ 」 をお こ ない 、原 作 の 魅 力 ・

訳 出上 の 工 夫点 や 、 言 語 的 ・文化 的対 照 分析 結 果 に 関す る 口 頭 発 表をお こ な う。 ま

た 、創 作翻 訳絵 本 の 保 育現 場 で の 活 用 方 法 に つ い て も議論 する 。

  「幼児教育祭 」 へ の 出品 と幼児 を対 象 と した 「読 み 聞 か せ 」

　筆者 が勤務す る短 期大学 で は 例年 2 月 上 旬 に 幼 児 教育学専攻生 の 学習成 果 を発 表

す る 「幼児 教 育祭 」 が 開催 さ れ る 。 大 学を 地 域 に 開放 して 行 な われ る 発表 や展 示 、

演劇 な どへ の 評価 は 高 く、2 日間 に 約 2000 名 の 親 子 が 来 学する 人 気行 事 とな っ て い

る 。
「英 語」の 授 業 か ら も原 作絵本 と創作翻訳 絵本 を並 べ て 展 示 し 、 リク エ ス トに 応

じ て 子 ど も へ の 読 み 聞 か せ を行 な うこ と と した。 自作 の 翻訳 を披 露 し 、 子 ど も達の

直接 的 な反 応 に触 れ る こ と は 学生 に と っ て も達成感 を 伴 う貴重 な経験 とな っ た。

4 ．言 語 的対 照 分析

　英 語 の 原 文 と創 作 訳 を対 照 させ る 際 に は 、言 語 学 的 用語 は 多用 せ ず 、魅 力的な 訳 文を作る た

め に 自分 が 1 ．何 を省 略 し、2 ．何 を追 加 し 、3 ．何 を置 き換 え 、 4 ．ど ん な 工 夫を し た の か 、

を 学生 に 具 体的に 記 述 させ る こ と と し た 。 個 々 の 無 意識 的 な 訳 出操 作 を意識 化 させ 、目英 語 比

較 の 観 点 か らそ の 意 味 を考 え さ せ る 狙 い で あ る c 学生 の レ ポー トや 口 頭発 表 で 挙 げ られ た 代 表

的記 述を 整理 し た も の が 以 下 で あ る 。

　 1 ）　 日英語 の 統語 的相 違 に つ い て

　　　 ・ 主 語 を訳 し た と た ん に 不 自然 な 翻訳 調 に な っ た 。

　　　・ 日本 語 に は 主 語 は不 要 で あ る 。

　 2 ）　 日本 語 の ジ ェ ン ダー
に つ い て

　　　・ 日本 語 の 口 語表 現 に は 性 別 に よ る 区別 が あ る た め に話 者 の 明示 が 不必 要 と な

　　　　 る こ と が 多い 。

　　　・ た っ た 2 ペ ー ジ 14 行 の 英 文 中 に
‘
said （someone ）

’

が 10 回 も現 れ る の に 対

　　　　 し、 日本 語版 で は 「〜 と言 い ま した 」 を す べ て 省略 した 。
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3 ）　 情報 の 削減 ・追加

　　
・ 重 要 で な い 情報 （人 称 代名 詞 な ど） は省 略 した 。

　　
・ 原 文 で は魅 力 的 な 「繰 り返 し」 表 現が 訳 出す る と冗長 に な る た め 、意 味 よ り

　　　 も リズ ム を 重 視 して 書 き換 え た 。

　　
・ 原 文 に な い 説明 や観 察を 補足 した 。

4 ＞　 情報 の 焦 点化 の 相 違

　　
・ 主節 ＋ 従節 の 1幀に並 ん で い る 時 、逐語 訳 で は 後 ろ か ら前 に訳 し た が 、そ れ で

　　　 は意 味 の 焦 点が ズ レ る こ とに 気 づ い た 。 構 文 よ り も意味 を 重 視 し て 前 か ら後

　　　 ろ に 訳す こ とに した 。

5 ）　 文 体 の 相 違

　 　 ・ 説 明 文 を会 話 文 に置 き換 えた

　　
・ man を 「お じ さん 」 と訳 す な ど 、中立 的な 英 文 を子 ど も言葉 に 置 き換 え た 。

　　・ 擬 態語 ・擬 音語 を多用 し た 。

　　・ 地域方 言 を使 っ て 訳 出 した 。

6 ）　 視点 や感 情 移入 に 関す る も の

　　・ 登 揚 人 物 達 の 性格を 設 定 し、それ に 応 じた セ リフ を工 夫 し た 。 （読 み 聞か せ 方

　 　 　 に も配慮 した ）

　　
・ 原 文 で は 中立 的 な視 点か らの ス トー リー展 開に な っ て い た が、特定の 登 場 人

　　　物 の 視点 か ら の 語 りに変 更 した。

　　
・

登 揚 人物 の 心 の 動 き を言 語 化 した 。

　　・ 登 場 す る動物 に性 別 を つ けた 。

　　
・ 登 場 人 物 に 任意 の 名前 を つ け た 。

7 ）　 読解上 の 困難点

　　・ 倒置 法 が 多用 され る詩 的 な英文 の 読解 に 苦労 した 。

　　・ 文 の 途中 で も行 の 最 初 に くる語 が 大 文字 表 記 とな っ て お り 、 文 の 区切 りが 理

　 　 　解 しづ らく困 っ た。

8 ）　 翻 訳 不 可 能 な もの

　　・ 韻 を踏ん だ 表 現は 翻訳 不 可 能で あ っ た 。

　　・ 語 呂合わ せ や駄 洒落 を訳 出で き なか っ た 。

　　
・ 原 文 の リズ ム の 翻訳 が 困難 だ っ た

　　・ 現実 と空想 、 事実 と虚偽 の 境 界 が 不 明 瞭 な シ ュ
ール な 内容 に っ い て い け な く
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　 　 　 　 な つ た。

　 9 ）　 そ の 他 の 工 夫

　　　・ 想 定 し た対 象年 齢に 応 じた 言葉使 い を工 夫 した。

　　　・ 印字の 大き さを 変え て 視覚的効 果 を 出 した 。

　 10）　 市販 の 訳本 と 自己 の 翻訳 と の 比 較

　 　 　・ 表現 の 上 手 さに敬 服 し た。

　 　 　・ 解 釈 に相 違 が あ っ た 。

　子 ども に と っ て 「魅 力 的 な」 翻 訳 を作 る と い う課 題 に 対 し 、 多 くの 学 生 は 簡潔 で 張

り の あ る 表 現 を 選 択 して 概 ね 成功 して い た が 、い く つ か の 問題 点 も見 られ た。分 か り

や す さを意 図す る あ ま りプ ロ ッ トの 説 明 に 偏 り、原 文 の 味 わ い を活か し きれ な か っ た

作 品 、感 覚 的 な表 現 に 頼 りす ぎて 粗 雑 な 印象 を 与 え る作 品 、 な どで あ る。 学生 が 切 り

捨 て た 部 分 の 中 に も原 作者 の 鋭 い 現実 認 識 が 含 まれ て い た こ と を指 摘 し、反省課 題 と

し た 。

5 ．文化 的 考察

　 「で き る 限 り異 文 化 理 解 に 役 立 つ 絵本 を 選 択す る 」 とい うこ とが 当初 か ら学生 に 与

え られ た 条件 で あ っ た が 、そ の 際 1）子 ど もの 異 文化理 解に 役 立 つ 絵 本 2）学 生 自身 の 異

文 化 理 解 に 役立 つ 絵本 、 の い ずれ に 該 当す る か を意 識 しつ つ 選 択す る こ とが 求 め られ

た。 ま た、英語 の 原作 と 日本 語 の 創 作 訳 との 対照 分 析 を通 し て 日英 語 の 思 考法や 発想

の 相 違 を見 出す作 業 も課 され た 。

1 ）　 子 どもの 異 文化理解 に 役 立 つ 絵本

　主 と し て 子 ども の 異文 化 理 解 に 役 立 つ もの と し て は 外 国 の 生 活や 風 習 に 触 れ た も の

や 、そ れ ら を題 材 に した もの が 挙げ られ た 。 異 文化 理 解 教材 と し て の 利 用 価値 が あ る

と され た の は 、世 界各 地 の 「昼 食 」 を紹 介 し た 絵本 This　Js　 The　 Way 　 Me 　 Eat　Our

Lun 　eh 　（B ．　Edith丿、フ ラン ス の 寄宿制 ミ ッ シ ョ ン ス ク
ー

ル で 暮 らす 主人 公 マ デ ライ ン 達

が ロ ン ド ン へ 旅 を し て イ ギ リ ス の 文 化 に 触 れ る 様 子 を 描 い た Madeline　 in

Lon 　don（L．Bemelmans ）、 自分 の 部屋 か ら街 ・郡 ・州 ・国 ・大 陸 ・地 球 ・太 陽系 ・銀河

系 へ と視 野 を拡大 し、銀 河 か ら ま た 自分 の 部屋 に少 女の 思 い が 戻 っ て くる こ と を 描い

た From 　ffere　To　Th θr θ（M ．Cuyler）、
二 人 の ア メ リカ 人姉 弟が ピ ア ノ レ ッ ス ン を さぼ

っ て 日 本 に 旅 行 し 、 日 本 文 化 に 触 れ て 驚 く 様 子 を 描 い た ， Sayonara
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Mrs ．Kaekfeman ，（M ．Kal 皿 an ）その 他 が 挙 げ られ た。と り わ け最後 の 作 品に は 「口本 的 文物

へ の ス テ レ オ タ イ プ な 理 解 ・中国 や他 の ア ジ ア の 風 習 と 日本 の 風 習 と の 混 同 ・現 代 口

本 と過 去 の 日本 と の 混 同 」 な どが 見 られ 、異 文化 理 解 の 難 し さ を考 え させ る好 材 料 に

な る との 感想 が 出 され た 。

　
一

方、 ほ とん ど写 真の み で 構 成 され て い る た め に 英語 教 材に は 向か な い が 子 ど も の

異 文化 理 解 に は 多い に 役 立 つ と好評 で あ っ た の が 、黒 人 ・白人 ・東 洋 人 そ の 他 の 人種

の 赤 ちゃ ん の 表情 を ク ロ
ーズ ア ッ プ し た Baby 　Messy

．
　 Bab701ean

， （N ．Sheehan ）で あ

る 。 食 べ 物 ・泥 ・絵 の 具 で顔 や 体 を べ た べ た に 汚 し て 喜 ぶ表 情 、風 呂場 で 泡 だ らけ に

な り顔 を く しゃ く しゃ に して 泣 い て い る 表 情な ど は い ずれ も愛 らし さに満 ちて い る。

世界 に は 様 々 な人 種 の 子 ど もが 存在す る と い うこ と、 し か し本 質 的 に 人 間 と して の 魅

力 や価値 は 変わ ら な い と い う肯定 的 メ ッ セ ー
ジ が 理 屈 抜 きに 伝 わ る好 著 で あ り、 1 〜

2 歳児 に も訴 える 魅 力 を持 つ との 意 見 が出 され た 。

2 ）　 学生 自身 の 異文化 理 解に 役 立 つ 絵本

　学 生 達 に 強 い 印 象 を 与 え た の は ア メ リカ の 離 婚 家庭 の 姿 を描 い た My 　 Mother ’

s

House
，
　My 　Father ’

s 　House （C．B ．Christiansen＞で あ る 。 両親 の 離 婚に よ り週 日 を母 親の 家

で 、 週末 を父 親 の マ ン シ ョ ン で 過 ごす少女 の 生活 が本 人 の 眼 か ら淡 々 と語 られ て い る。 ど

ち ら の 家に も愛着の あ る物 に囲 まれ た 自分 の 部屋 が あ り、愛情豊 な母 ま た は 父 との きちん

と し た 暮 ら し が あ る の だ が 両 親が 互 い の 家 に入 る こ とは 決 し て な い
。 絵本 の 中 の 大人 に は

言葉 は あ る が 顔 が 出て こ ない 。
「大 き くな っ た ら 両 方の 家 に 置 い て あ る 自分 の 大 切 な 物 が

全部入 る家 に住み た い 」 と い う少 女 の 言 葉 の 中 の 「自分 の 大 切 な 物 」 を 「母 と 父 1 に置 き

換 え る こ と で 少 女 の 真意が 見 え て く る と 言 え る 。

　ア メ リカ で は離婚 が 極 め て 日 常的 で あ る こ と 、 離 婚 した 両親の 家 を 子 ど もが 定期 的に往

復 す る と い う生活 形 態 に契約型 社会 の
一

面 が反 映 し て い る こ と、子 ど も の 心 の 現 実 を捉 え

る に は こ の よ うな題 材 も必 要 で あ る こ と等 が教 室 で 話 し合 われ た が 、こ の 絵 本 を 日本 の 幼

稚 園児 に読 ませ た い か と い う点 に関 し て は 賛否 両論 が 出 され た。

3 ）　 日英語 の 文化 比 較

　学 生 の 訳 文 は概 ね か な り 自然な 日本 文 と な っ て い る 。
「子 ど もの 感 性 に 訴 え る 活 き

活 き と した 日本 語 で 、原 文 の 『言 葉』 よ り も 『気 持 ち』に 忠実 な創作翻 訳 を 作 る 」 と

い う課 題 の 趣 旨が 理 解 され て い た た め と思 われ る 。 完成 した 創作 翻 訳 を あ らた め て 原
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文 と比 較 させ 、 日英 語 の 発想 や 思 考法の 違 い に も注 目 させ た 。

　原 文 と創 作翻 訳 と の
一

種 の 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン パ タ
ー

ン 」 の 違 い が 指摘 され た の

は Mr ．　Rabbit　And 　The　Lovely　Pr θsent （C ．Zolotow）で あ る。森 の 中 で 少 女が ウサ ギ と

出会 い 、 ウサ ギ に相 談 しつ つ 母 親の 誕 生 日 プ レ ゼ ン トを探 し に で か け る とい うス トー

リーだ が 、少 女 と ウサ ギ の や り と りが 、言 うな らば 、原文 で は 「2 拍 子」 訳 文 で は 「3

拍 子 」 で 展 開 され て い る の だ 。 母親 へ の プ レ ゼ ン トを 何 にす るか 二 人 が 相談 し合 う場

面 を 以 下 に 引 用 し て み た い 。

　　
“What 　is　red ？

”
said 　the　little　girL

　　
“Well”said 　Mr ．　Rabbit，

”there’

s　red 　underwear
”
　（提 案）

　　
“No ，

”

said 　the　little　girl，
“I　can ’

t　give　her　that ”

　 （拒否 ）

　　
“There ’

s　red 　roofs ，
”

said 　Mr ．　Rabbit ．　 （提 案 ）

　　
“No ，　we 　have　a　roof ，

”

said 　the　little　girl，
“I　don’t　want 　to　give　her　that ．

”
　（拒否 ）

　　
“There　are 　red 　birds，

”
said 　Mr ．　Rabbit ，

“
red 　cardinals ．

”

　（提案 ）

　　
“No ，

”
said 　the　little　gir1，

“She　likes　birds　in　trees ．” 　（拒否 ）

　　 「だ け ど、赤い も の っ て 何 か し ら ？ 」

　　 「う一ん 、あ、赤 い 下 着 は ど う ？ 」　 （提 案）

　　 「だ め よ。そ ん な の お母 さん に あげ た くな い わ 。」　 （拒 否 〉

　　 「そ っ か 。」　 （了解）

　　 「あ っ 、見 て 。赤 い 屋 根 が あ る よ ！」　 （提 案 ）

　　 「だ め よ。私 の 家に 屋根 は あ る も の 。」　 （拒否 ）

　 　 「そ っ か。」　 （了解 ）

　　 「あ っ 、見 て 。 赤 い 鳥 が い る よ ！」　 （提 案）

　　 「だ め よ、お母 さ ん は き っ と鳥な ん て 飼 い た くな い ん だ も の 。］　 （拒 否 ）

　　 「そ っ か。」　 （了 解）

英 文で は 「提 案
一 拒否 」 の 2 拍 子 が 繰 り返 され て 対話 が進 む の に 対 し 、 目本 語訳 で は

「提 案一拒 否一 了解」 の 3 拍子構 成 とな っ て い る 。「そ っ か 」 と い う了解 の 言葉は 意見

衝 突 の 緊 張 を 回避 させ よ う とす る 日本 的 な配慮 の 表れ と も 思 われ る。 ま た 、 こ れ らの

や り と りは 絵本の 基 調 と な っ て 形 を 変 え つ っ 何 度 も繰 り返 され る パ ター ン で あ り 、

「そ っ か 」 は 日本 語訳 に リズ ム を 与 え る役 割 を も果た して い る 。

　さ ら に 、こ の 直前 に 現れ て い る や り と りが 極め て 興味深 い 。

　　
”She　hkes 　red ，

”
said 　the　little　girl．
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“Red ，

”

said 　Mr．　Rabbit，
“You 　can

’
t　give　her 　red ．

”

　 　
“Something 　red

，
　maybe

，

”
said 　the　httle　gir1、

　 　
“Oh，　something 　red ，

”
said 　Mr ．　Rabbit．

　 　 「う
一

ん 、そ うい え ば赤が 好 き だ わ。」

　 　 「そ っ か 、で も赤 は あ げ られ な い よ 。 」

　 　 「何か 赤い も の に す れ ば い い の よ。」

　 　 「うん 、そ う し よ う。1

他 の 箇所 で も fで も黄 色 は あ げ られ な い よ 」 「何か 黄色 い も の に すれ ば い い の よ。」、「で も緑 は

あ げ られ な い よ。」 「何か 緑 色 の も の に すれ ば い い の よ。1、「で も青は あげ られ な い よ。」 「何 か 青

い も の に すれ ば い い の よ 。 t と い う類似 の や り と りが 繰 り返 され る の だ が 、こ の や りと りは

考 え る と実 に 哲学 的 で あ る。 っ ま り色彩 とい うもの が 実体で は な く属性 で あ り、色彩 そ

の もの を取 り出す こ と は で きな い と い うこ と を指摘 し て い る の だ。 ウサ ギ の 哲学 的 な 問

題 提起 を 幼 い 少 女 は す ん な り と 受 け 入 れ て 解 決 す る 。 こ こ に 西 洋 の 哲 学 的伝 統が 垣 間 見

え る と評す る こ と も可能 で あ ろ う し、「子 ど もは み な哲学者 で あ る 」 とい う筆者 の メ ッ セ

ー ジ を読 み 取 る こ ともで き そ うだ 。

　日英語 を通 し て み る発想 の 比較 とい う点 で は 既述 の Sayonara，　Mrs ．　Kaekfθman の

題 名 が妙だ と話題 と な っ た 。 絵本 の 内容 か ら判 断 す る と 「さよな ら」 で は な く 「行 っ

て きます」 と しな くて は な らな い と い う指摘で あ る 。 Good 　by の 誤 訳 と 言 え る か も し

れ な い
。 ま た 、 日本 語で 「す し詰 め」 と形容 され る満 員 電 車 が英 語 で は

“
marshmallows

all 　stuffed 　together”

と表 現 され る な ど、 日英 語 の 比 喩 の 違 い も指 摘 され た が 、「寿司 」

よ り 「マ シ ュ マ ロ 」 の 方 が 満 員 電 車の イ メ
ー ジ に 合 うと い う意 見 も出 され た 。

6 ．　 創 作翻 訳 指 導の 統合 的性 格

　英語 絵本 の 創 作 翻訳 導 入 に よ っ て 英語 の 読解 と翻 訳
・日英 語 の 対 照的 理 解 ・異文 化

理 解 ・学生 の 専 門 的 関心 な どを 統合 的 に 扱 い
、 英語 授 業の 活 性 化 を は か る こ と が 筆 者

の 意 図で あ っ たが 、そ れ ぞれ の 分 野 と絵 本の 創作翻 訳 作業 が ど の よ うな連 関性 を持 ち

得 たか に つ い て 考 え て み た い 。

1 ）翻訳 技 法 と翻 訳指 導

創 作翻 訳 の 導入 に お い て は 、加 島祥 三 ・志村 正 雄 （『翻訳再入 門』 1992 ）の 「意 味 の ス

トレ ス （強調 ）」 及 び 同書 で 紹 介 され た ロ バ ー ト ・ブ ラ イ の 「翻訳 の 8 段 階」 と い う概
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念 に負 う所が 多 い
。

　   　翻 訳 の 8 段 階

　　 1 ．A 言 語 か ら B 言 語 ヘ
ー

語
一

語 写 し替え る

　　 2 ．文化 的情報 ・特殊 な情報 の 確 認。差 が 激 し い 時は 翻訳 自体 を断 念す べ き

　　 3 ．A 言語 よ りも B 言 語 に 忠実 に表 現す る

　　 4 ．生 きた 口 語の 性 質を入 れ る

　 　 5 ．詩 の ム ー ドを 考 え 、感 情 を 見 る

　　 6 ．音に 注 意す る 。 音の エ ネル ギー
の

一
つ は 耳 の 中 に 、 も う

一
つ は筋 肉シ ス テ ム

　 　 　 　 の 中 にあ る。 （ボ デ ィ
・リズ ム）

　 　 7 ．言語 の 母 語 話者 か ら の 点 検 を受 け る

　 　 8 ，他者 の 翻 訳 が あれ ば 、そ の 訳 し方 を調 べ る

　 文 化 差 が 激 し い 場 合 に は翻訳 自体 を断 念 す べ き で あ る こ と、英 語 を 日本 語 に翻 訳 す

る 場合 に は 英語 よ りも 日本 語 に よ り忠実 で あ る こ と、ま た 「感 情 を見る 」 とい う指摘

も重要 で あ る 。 しか し 、 と りわ け 「ボデ ィ
・リ ズ ム 」 と い う概念 に 筆 者 は強 い 印 象 を

覚 えた 。 言 語 の 音 の エ ネ ル ギ ー
は 、い わ ば 、我 々 の 筋 肉 の

一
部 と な っ て お り、訳 語 を

作 り出す 際 に もそ の リ ズ ム に 耳 を傾 け ね ば な ら な い と い う指摘 で あ る 。外 国語 を学 ん

で い る 者 に と っ て 言 語 の 奥深 さ と同 時 に 言語 学 習 の 難 し さ を思 い 知 らされ る意見 で も

あ る。

  意味 の ス ト レ ス （強調 ・真意）

　 さ らに 、加 島氏 の 指摘 す る 「意 味 の ス トレ ス j とい う概 念 が 興 味深 い 。 以下 に 氏 の

主 張 の 要 点 を 挙 げ て み る 。

　 　 　・ 後 戻 り せ ず に 読 め る 翻訳 。S と V を 分離 さ せ な い

　　　・ 原 文 の 語 順 な どは 気 にせ ず 、原 文 の 意味 の ス ト レ ス （真意 ） を気 に す べ き だ

　　　・ 翻訳 の 第
一

歩 は 原文 の 文 章 の 声が 聞 こ え て く る こ と、そ して
一

番 強い 音 が どれ か

　 　 　 　 を感 じられ る こ と

　　　・ 意 味の ス ト レ ス の は っ き り し た文章 には、やが て リズ ム が 生 じ 、
「声 」

・に つ なが

　　　　る 。決 ま り文句 で は な く、個 人の 声 と して 聞 こ えて く る と い う点 で 、
一

つ の 文体

　 　 　 　 に な る 。

　英語 の 読 解力 そ の もの に 不 安 の あ る 短 大生 に 高度 な翻 訳 技術 を期 待 す る こ とは 困難

で あ る が 、「子 ど もの 感性 に 訴 え る活 き活 き と した 日本 語 で 、原 文 の 『言 葉』よ り も 『気

持ち 』 に忠実な創作翻訳 を作る 」 と い う課題 を与 え て 筆 者 が 意 図 した も の も 、 原 文 の
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「意 味 の ス トレ ス 」 を つ か ん で 学 生 自身 の 「ボ デ ィ
・リズ ム 」 で 表 現 させ る こ と で あ

っ た よ うに 思 う。

2 ） 日英 語 の 対 照 と異 文化 理解

　翻 訳後 の 分析 にお い て は学 生 自身 の 日本 語 の ボデ ィ
・リズ ム で 書 か れ た 翻訳 が 、 英

語 の ボデ ィ
・リズ ム で 書か れ た 原 作と ど の よ うに 異 な っ て い るか を客観 的 に 認識 させ

る こ と も授 業 の 狙 い で あ っ た
。 言 語が 文化 の 体 現 で あ り、 日英 語 に は 統語 上 の 相違だ

け で は な く 、 視点や 発 想 と い う認 知的 ・価値観 的相違 も 存在 す る と い う事 実に 気 付 か

せ る こ とが 目的で ある 。機 械 的 操 作で 拾 い 出 し た 文例 の 中か ら、学 生 が 興 味深 い 事 実

に 突 き当た る こ と も 多 く、創作翻訳 に は 「こ とば と認 識 の 関係」 に つ い て の 体 験学 習

的側 面 が あ っ た よ うに 思 われ る 。

　 日英語 の 比較 と い う観 点 を超 え て 、英 語絵 本 の 創 作翻 訳 が 学 生 を 対象 と した 異 文 化

理 解指導 に ど の 程 度 の 有 効性 を持 ち うるか は 、 選 択 され る 絵 本 の 内 容 、 及 び 指導者 の

異 文化理 解 に 関す る 知識 に 依 存 す る部 分 も大 きい
。 ま た絵 本 に は 、異 文化 の 風 習 に 関

す る知 的情 報源 と し て の 役割 以上 に異 文化 へ の 親 近感 を 高め る
一

種 の 「感性 的 刺激 」

と し て の 役 割 や 、イ メ
ージ 喚起 力 に こ そ期待 す べ きで あ る と思 わ れ る。時 に意識 を 超

え て 人 の 無意識 に も働 きか け うる絵本 の 、異 文化 理 解教材 と し て の 活 用 価値は 大 き い
。

3 ） 保 育系 学生 の 専門性 との 関連 づ け

　早 期 英語 教育や 子 供 の た め の 国際 理 解 教育が 幼児教育の 今 日 的 な焦 点 の ひ と つ と な

っ て い る 中 で 、そ れ らの 要 望 に ど う備 え応 えて ゆ くべ きか 、保 育系学生 の 問題意識 も

高 ま りつ つ ある 。 絵 本 の 創作 翻訳 が 学生 の 専 門性 と の 関連で 持 つ 大 き な意義 と して は 、

保 育現 揚 で の 異 文 化 理 解教 材 と して の 応 用価 値 を持 ち うる 点 だ。原 作 の 英 語絵 本 や 自

作 の 翻訳 を 教育実 習で の 教材 と し て 活 用 した 学生 達 も い る 。 幼 児教 育祭 で の 「読 み 聞

か せ 」 や 展 示 な どの 発 表 の 機 会 を経て 英 語絵 本 を完読 し た こ と へ の 手応 え を感 じた 学

生 も多い 。

授 業 が 学 生 の 現実 的 関心 とつ な が る とこ ろに 授 業活 性 化 の 鍵 が あ る よ うに 思 われ る。

7 ．結 論

　短期 大学の 英語 reading 授業 に お け る英語絵 本 の 創 作 翻 訳 を通 し て 、保 育系学 生 の

た め の 翻訳 指導 ・日英語 の 対 照言 語 学 的学 習 ・異 文 化理 解学 習 を 統 合的に 扱い 、 英 語
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学 習 へ の 動機 付 け を高 め る試 み を本稿で は 取 り Lげ た 。 英語 絵 本 の 創 作翻 訳 は 、 学 生

の 主体 的 で 能 動 的 な教材 選 択 、具体的 な 目標設 定 、 創造 性 の 発 揮 と客観的 な分析 、学

生 自身 の 専門性 と の 関連付 けな ど を通 し て 英 語教 材 を学 生 の
‘

realities
’

に結び 付 け る

英語 読解 指 導法 と し て の
一

定 の 有効 性 を持 ち えた も の と思 われ る 。

1 ．

2 ．

3 ．

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 注

本研 究は 文 部科学省 の 大 学 教 育高 度 化推 進 特 別経 費 に よ る研 究費 補助 、及 び 岡崎

女子 短期 大 学課題研 究助 成 を受 けて い る 。 また 、本稿 は 2002 年 6 月の 大学英 語教

育学 会 中部支部大 会 （金城 学院 大 学）お よ び 第 13 回 AII．A （国際応 用 言語学会）シ

ン ガポール 大 会 で の 口 頭 発表 を ま とめ た もの で あ る 。

こ こ で の 「創 作 翻訳 」 と は 、い わ ゆ る 直 訳 や 意 訳 の 範 囲 を超 え て 、学 生 自身 が 独

自の 解釈 や表 現 を通 し て 、 原 作 の 英 語絵本 を 新 し い 日本 語絵 本 へ と作 りな お す 作

業を 意味 し て い る 。

authentic 　reading と は 単 に テ キ ス トの 内容 を 正 確 に 把 握す る こ と を 指す の で は

な く、学習者 が テ キ ス トと主体 的 に 関わ り 「自分 の 読み 」 を作 っ て ゆ く こ とで あ

る、 とす る Dr．　 Widdowson の 主 張 は 極 め て 示 唆的で あ る 。

4 ．授 業 内 で の 基 礎 的 な 異 文化理 解指導 に は 、補助資料を用 い て 人 間関係や 自然 との

　　関係 な どの 文化 比較 を行 な い 、 レ ポ ー トを課 す こ とな どが含 まれ る a
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